
                              １１月６日真鍋先生が令和２年度御下賜金記念産業教育功 

労者表彰を受け、その表彰伝達式に参列し、表彰状をいただきま 

した。この賞は長年産業教育振興に尽力され、 

県下のみならず全国規模での役員等の実績 

がないと受賞することができません｡全国で７８０ 

名の方が受賞され、うち兵庫県は７名ということ 

で、栄えある受賞となりました。先生の長年のご 

功績に感謝申し上げます。この度の受賞、誠に 

おめでとうございます。 

 １１月７日・８日には、バドミントン部の県新人大会が姫路で行われました。９月の個人戦に引き続き今回は

団体戦。参加できる喜びを感じながらのプレーに期待 

しました。女子は残念ながら東播地区大会で上位５ 

チームに入れず出場できませんでしたが、男子が元 

気に出場。２回戦からの登場で、７日の２試合を 3-0 

で退け、準決勝へコマを進めました。８日は加古川西 

との東播地区対決に勝ち決勝へ。常勝村野工業に 

挑みました。第２ダブルスの１年生ペアが健闘したものの力の差を見せつけられ準優勝。決勝常連校となりま

したが、あと一つの壁が破れません。今週末の近畿大会は個人での出場なので、レベルの高さを感じてきて、

さらなる高みを目指し、頑張ってほしいと思います。お疲れ様でした。 

 また、同時期にソフトボール部の県新人大会も淡路で開催。７日は雨模様でしたが、大会は開催され、１回

戦を順調に勝ち上がり、２回戦では東播地区優勝の 

東播磨高校と対戦。あまり大きな差はないように感じ 

ましたが、ミスからの失点が続き、５回コールドゲーム 

で敗戦。悔しい結果となりました。２日連続で淡路で 

の試合。体力的にもかなり消耗したことと思いますが 

ここ一番での力を発揮できるよう、練習を積んでいって 

ください。１０人というぎりぎりの人数で厳しいところもある 

かと思いますが、だからこそできることもたくさんあるはず。練習も工夫をして上級生のベスト８を超える活躍に期

待したいと思います。お疲れ様でした。 

 さらに男子バレー部も３年生最後の大会で全国大会出場を狙う春高バレー兵庫県予選に出場。８日の試

合で２つ勝ち。ベスト８へ。９日の試合で決勝進出を決めました。決勝は１５日にグリーンアリーナ神戸で行わ

れます。例年、応援バスも出しているのですが、新型コロナの影響で応援は保護者のみとなっているようです。 

悲願の全国大会出場に向け頑張ってください。 

 県総合文化祭の方は、文芸部の１年岡嶋さんが短歌で優良賞、俳句で入選となり、２年鳥井さんが短歌

で優良賞となったそうで、後日表彰伝達をさせていただきたいと思います。おめでとうございます。 

 また、生活科学科の方では、全国高校生料理コンクールで３年生柏木さんがアイデア賞、３年尾崎さんが

佳作と２名が入選。昨年の中濱さんに引き続いての入賞となりました。こちらも自分たちの磨いてきたものを評

価されるということで嬉しい限りですね。本当におめでとうございます。 

 このようにみてくると社高校の生徒たちの頑張りは本当に元気を与えてくれます。しかしながらうまくいくことばか

りではありません。力をうまく発揮できなかったら、次にどうすべきかを考えることが大切です。そしてその反省に基

づいて課題克服に向けた取組をとにかく継続することです。反省してもすぐに忘れるようでは同じことを繰り返して

しまいます。失敗は次に生かせばその失敗を成功に変えることができます。自分にも言い聞かせながらですが、

自分を高めていけるように考えたこと、やらねばならないことを継続していきましょう。 

 今週はオープンハイスクールがあり、夏季休業中にできなかったことから５００名以上の方が本校を来校され

ます。中学３年生の進路決定の一助となるよう、緊張感を保ち協力して成功させましょう。 
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